
プリオン病病理解剖の推進

解 説

1. 2020年から特にプリオン病の剖検数は増加し、2023年は年間に12例の
解剖を行った。

2. 解剖数の増加は院外からの持ち込み剖検の増加によるものである。

3. 北海道、大阪府、岡山県など遠方からの搬送剖検も含み、遠方からの搬
送剖検を実剣することが、剖検数の増加につながる。
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令和５年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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